
(57)【要約】

【課題】リンク連結部の耐久性向上ならびにコスト低減

を図る。

【解決手段】複リンク式ピストンクランク機構を構成す

るロアリンク１３とアッパリンクとがフルフロート形式

に支持された第１連結ピンによって揺動可能に連結され

る。ロアリンク１３の第１軸受部２１は第１連結ピンの

両端部を支持するように二股状をなし、両者間にアッパ

リンクが挟まれる。第１軸受部２１には、それぞれ軸受

孔２２が貫通形成されているが、この軸受孔２２は、従

来のエッジ当たり緩和のためのクラウニング１０７を具

備しておらず、単純な一つの円筒面をなしている。この

連結部は、揺動運動するので、第１連結ピンとの間でく

さび効果により十分な油膜形成が可能であり、クラウニ

ングを設けないことで、油膜形成領域が拡大し、潤滑状

態が良好となる。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も 一 つ の リ ン ク 連 結 部 が 、 運 転 中 に 回 転 加 速 度 を 有 し 、 か つ 、 一 方 の リ ン ク 部
材 の 二 股 状 の 第 １ 軸 受 部 と 、 こ の 二 股 状 の 第 １ 軸 受 部 の 間 に 位 置 す る 他 方 の リ ン ク 部 材 の
第 ２ 軸 受 部 と 、 か ら な り 、 そ れ ぞ れ の 軸 受 孔 に 連 結 ピ ン が 回 転 可 能 に 嵌 合 し た フ ル フ ロ ー
ト 軸 受 と し て 構 成 さ れ た 内 燃 機 関 の 複 リ ン ク 式 ピ ス ト ン ク ラ ン ク 機 構 に お い て 、 上 記 第 １
軸 受 部 の 軸 受 孔 は 、 ク ラ ウ ニ ン グ を 具 備 し な い 一 つ の 円 筒 面 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 複
リ ン ク 式 ピ ス ト ン ク ラ ン ク 機 構 の 軸 受 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 連 結 ピ ン は 端 部 に 面 取 部 を 有 し 、 か つ 一 対 の 第 １ 軸 受 部 の 軸 受 孔 の 内 側 の 開 口 縁 に
施 さ れ る 面 取 は 、 そ の 軸 方 向 の 幅 が 上 記 連 結 ピ ン の 面 取 部 の 軸 方 向 の 幅 よ り も 小 さ い こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 複 リ ン ク 式 ピ ス ト ン ク ラ ン ク 機 構 の 軸 受 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 第 １ 軸 受 部 の 軸 受 孔 の 周 囲 に 薄 肉 部 を 設 け て 、 該 第 １ 軸 受 部 の 剛 性 を 低 く し た こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 複 リ ン ク 式 ピ ス ト ン ク ラ ン ク 機 構 の 軸 受 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 リ ン ク 部 材 の 軸 方 向 の 端 面 に 沿 っ て 一 対 の 第 １ 軸 受 部 が 延 び て お り 、 そ の 内 側 の 面 に 、
軸 受 孔 の 周 囲 に 沿 っ て 凹 溝 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 複 リ ン
ク 式 ピ ス ト ン ク ラ ン ク 機 構 の 軸 受 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 一 対 の 第 １ 軸 受 部 の 内 側 に お け る 軸 受 孔 の 径 が 外 側 に お け る 径 よ り も 大 径 と な る よ う に
、 第 １ 軸 受 部 の 一 対 の 軸 受 孔 が 互 い に 対 称 な テ ー パ 形 状 を な し て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 複 リ ン ク 式 ピ ス ト ン ク ラ ン ク 機 構 の 軸 受 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 第 １ 軸 受 部 の 軸 受 孔 の 表 面 粗 さ が 連 結 ピ ン の 表 面 粗 さ よ り も 粗 い こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 複 リ ン ク 式 ピ ス ト ン ク ラ ン ク 機 構 の 軸 受 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 第 １ 軸 受 部 に ブ ッ シ ュ 材 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載
の 複 リ ン ク 式 ピ ス ト ン ク ラ ン ク 機 構 の 軸 受 構 造 。
【 請 求 項 ８ 】
　 連 結 ピ ン に Ｄ Ｌ Ｃ 加 工 を 施 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の 複 リ ン
ク 式 ピ ス ト ン ク ラ ン ク 機 構 の 軸 受 構 造 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 ピ ス ト ン ク ラ ン ク 機 構 は 、 ピ ス ト ン に ピ ス ト ン ピ ン を 介 し て 一 端 が 連 結 さ れ た ア ッ
パ リ ン ク と 、 こ の ア ッ パ リ ン ク の 他 端 に ア ッ パ ピ ン を 介 し て 連 結 さ れ 、 か つ ク ラ ン ク シ ャ
フ ト の ク ラ ン ク ピ ン に 連 結 さ れ た ロ ア リ ン ク と 、 一 端 が 機 関 本 体 側 に 揺 動 可 能 に 支 持 さ れ
、 か つ 他 端 が 上 記 ロ ア リ ン ク に コ ン ト ロ ー ル ピ ン を 介 し て 連 結 さ れ た コ ン ト ロ ー ル リ ン ク
と 、 か ら 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 複 リ ン ク 式 ピ
ス ト ン ク ラ ン ク 機 構 の 軸 受 構 造 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 上 記 ロ ア リ ン ク と 上 記 ア ッ パ リ ン ク と の リ ン ク 連 結 部 に 適 用 さ れ 、 ロ ア リ ン ク 側 が 第 １
軸 受 部 と し て 二 股 状 に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 複 リ ン ク 式 ピ ス
ト ン ク ラ ン ク 機 構 の 軸 受 構 造 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 上 記 ロ ア リ ン ク と 上 記 ア ッ パ リ ン ク と の リ ン ク 連 結 部 に 適 用 さ れ 、 ア ッ パ リ ン ク 側 が 第
１ 軸 受 部 と し て 二 股 状 に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 複 リ ン ク 式 ピ
ス ト ン ク ラ ン ク 機 構 の 軸 受 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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　 こ の 発 明 は 、 レ シ プ ロ 式 内 燃 機 関 の ピ ス ト ン ク ラ ン ク 機 構 、 特 に 複 リ ン ク 式 の ピ ス ト ン
ク ラ ン ク 機 構 に お け る リ ン ク 連 結 部 の フ ル フ ロ ー ト 式 軸 受 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 内 燃 機 関 の ピ ス ト ン と コ ネ ク テ ィ ン グ ロ ッ ド と は 、 連 結 ピ ン つ ま り ピ ス ト ン ピ
ン を 介 し て 互 い に 揺 動 可 能 と な る よ う に 連 結 さ れ て い る の で 、 一 種 の リ ン ク 機 構 と み な す
こ と が で き る が 、 こ の ピ ス ト ン の 連 結 構 造 に お い て は 、 一 般 に 、 単 純 な 円 筒 状 を な す ピ ス
ト ン ピ ン が 用 い ら れ て お り 、 ピ ス ト ン 側 の ピ ン ボ ス 部 と コ ネ ク テ ィ ン グ ロ ッ ド 小 端 部 の ピ
ン ボ ス 部 と に 亘 っ て 該 ピ ス ト ン ピ ン が 挿 通 さ れ て 、 両 者 が 互 い に 揺 動 可 能 に 連 結 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ こ で 、 ピ ス ト ン ピ ン と 各 ピ ン ボ ス 部 と の 関 係 と し て は 、 ピ ス ト ン ピ ン を 、 コ ネ ク テ ィ
ン グ ロ ッ ド 側 お よ び ピ ス ト ン 側 の ピ ン ボ ス 部 の 双 方 に 対 し 回 転 可 能 と し た フ ル フ ロ ー ト 式
の 構 成 （ 例 え ば 特 許 文 献 １ ） が 多 く 採 用 さ れ て い る が 、 こ の よ う な 構 成 に お い て 、 上 記 ピ
ス ト ン ピ ン を 支 持 す る ピ ス ト ン 側 の 二 股 状 ピ ン ボ ス 部 の 軸 受 孔 に は 、 所 謂 エ ッ ジ 当 た り を
回 避 す る た め の ク ラ ウ ニ ン グ が 施 さ れ る の が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 す な わ ち 、 図 １ に 例 示 す る よ う に 、 ピ ス ト ン １ ０ １ 側 の 一 対 の ピ ン ボ ス 部 １ ０ ２ お よ び
コ ネ ク テ ィ ン グ ロ ッ ド １ ０ ３ 端 部 の ピ ン ボ ス 部 １ ０ ４ に 、 そ れ ぞ れ 軸 受 孔 １ ０ ５ ， １ ０ ６
が 形 成 さ れ 、 図 示 せ ぬ ピ ス ト ン ピ ン が 回 転 可 能 に 支 持 さ れ る が 、 ピ ス ト ン １ ０ １ 側 の 軸 受
孔 １ ０ ５ の コ ネ ク テ ィ ン グ ロ ッ ド １ ０ ３ 側 の 端 部 に 、 比 較 的 緩 い 傾 斜 面 （ テ ー パ 面 ） か ら
な る ク ラ ウ ニ ン グ １ ０ ７ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ は 、 ピ ス ト ン ピ ン が ピ ス ト ン １ ０ １ 側 の
軸 受 孔 １ ０ ５ に 対 し あ ま り 回 転 せ ず 、 く さ び 効 果 に よ る 油 膜 が 形 成 さ れ に く い た め 、 軸 受
孔 １ ０ ５ の 開 口 縁 の エ ッ ジ が ピ ス ト ン ピ ン 外 周 面 に 金 属 接 触 す る こ と を 回 避 し よ う と し て
い る の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 本 出 願 人 は 、 先 に 、 レ シ プ ロ 式 内 燃 機 関 の 可 変 圧 縮 比 機 構 と し て 、 複 リ ン ク 式 ピ ス
ト ン ク ラ ン ク 機 構 を 用 い 、 そ の リ ン ク 構 成 の 一 部 を 動 か す こ と に よ り ピ ス ト ン 上 死 点 位 置
を 変 化 さ せ る よ う に し た 機 構 を 種 々 提 案 し て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 ２ ） が 、 こ の 種 の 可 変
圧 縮 比 機 構 を 構 成 す る 複 リ ン ク 式 の ピ ス ト ン ク ラ ン ク 機 構 に お い て は 、 や は り リ ン ク 同 士
を 連 結 ピ ン で 揺 動 可 能 に 連 結 す る 必 要 が あ る 。 　
【 特 許 文 献 １ 】 実 公 平 ４ － ２ ６ ６ ７ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ２ ４ ７ ７ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の よ う な ク ラ ウ ニ ン グ の 加 工 に は 手 間 が 掛 か り 、 コ ス ト も 嵩 む 。 ま た 、 軸 受 孔 の 内
周 面 の 中 で 、 ク ラ ウ ニ ン グ の 部 分 だ け 油 膜 形 成 面 積 が 減 少 し 、 潤 滑 状 態 は 厳 し い も の と な
っ て し ま う 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 は 、 少 な く と も 一 つ の リ ン ク 連 結 部 が 、 運 転 中 に 回 転 加 速 度 を 有 し 、 か つ 、 一
方 の リ ン ク 部 材 の 二 股 状 の 第 １ 軸 受 部 と 、 こ の 二 股 状 の 第 １ 軸 受 部 の 間 に 位 置 す る 他 方 の
リ ン ク 部 材 の 第 ２ 軸 受 部 と 、 か ら な り 、 そ れ ぞ れ の 軸 受 孔 に 連 結 ピ ン が 回 転 可 能 に 嵌 合 し
た フ ル フ ロ ー ト 軸 受 と し て 構 成 さ れ た 内 燃 機 関 の 複 リ ン ク 式 ピ ス ト ン ク ラ ン ク 機 構 に お い
て 、 上 記 第 １ 軸 受 部 の 軸 受 孔 は 、 ク ラ ウ ニ ン グ を 具 備 し な い 一 つ の 円 筒 面 か ら な る こ と を
特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ２ （ ａ ） に は 一 般 的 な 油 膜 発 生 の 原 理 を 示 す 。 油 膜 が 発 生 す る 要 因 と し て は 、 一 つ は
ス ク イ ズ 効 果 、 一 つ は く さ び 効 果 に よ る も の だ と 一 般 的 に 考 え ら れ て い る 。 こ の う ち 、 く

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-232112 A 2007.9.13



さ び 効 果 と は 、 軸 １ １ １ と 軸 受 面 １ １ ２ の 相 対 的 な 回 転 に よ っ て 、 潤 滑 油 が 矢 印 で 示 す よ
う に 軸 受 面 １ １ ２ と 軸 １ １ １ と の 間 に 巻 き 込 ま れ る こ と に よ っ て 圧 力 が 発 生 す る 効 果 の こ
と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 述 し た よ う に 、 例 え ば 、 ピ ス ト ン １ ０ １ と コ ネ ク テ ィ ン グ ロ ッ ド １ ０ ３ と の リ ン ク 連
結 部 に お い て は 、 ピ ス ト ン １ ０ １ 側 の ピ ン ボ ス 部 １ ０ ２ は 回 転 運 動 せ ず 、 単 に シ リ ン ダ に
沿 っ た 往 復 運 動 の み を す る の で 、 連 結 ピ ン つ ま り ピ ス ト ン ピ ン と の 相 対 速 度 が 小 さ く 、 く
さ び 効 果 に よ る 油 膜 が ほ と ん ど 発 生 せ ず に 、 ス ク イ ズ 効 果 の み で 油 膜 圧 力 が 発 生 し て い る
。 従 っ て 、 油 膜 圧 力 は 小 さ く 、 金 属 接 触 を 起 こ し や す い 。 そ の た め に 、 前 述 し た よ う に ク
ラ ウ ニ ン グ １ ０ ７ を 設 け る こ と に よ っ て 、 エ ッ ジ 当 た り を 緩 和 さ せ て い る が 、 図 ２ （ ｂ ）
の よ う に 、 ク ラ ウ ニ ン グ １ ０ ７ に よ り 油 膜 形 成 領 域 （ 斜 線 を 施 し て 示 す 領 域 ） が 減 少 す る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ れ に 対 し 、 運 転 中 に 回 転 加 速 度 を 有 す る リ ン ク 連 結 部 で は 、 二 股 状 第 １ 軸 受 部 の 軸 受
孔 と 連 結 ピ ン と の 接 触 面 間 で 十 分 に 大 き な 相 対 摺 動 速 度 が 確 保 さ れ 、 く さ び 効 果 に よ る 潤
滑 油 膜 が 形 成 さ れ や す く な る 。 従 っ て 、 図 ２ （ ｃ ） の よ う に ク ラ ウ ニ ン グ を 設 け ず に 油 膜
形 成 面 積 を そ の 分 だ け 拡 大 す る こ と に よ り 、 潤 滑 状 態 が 良 好 と な り 、 軸 受 耐 久 性 が 向 上 す
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ク ラ ウ ニ ン グ を 具 備 し な い 軸 受 孔 の 開 口 縁 に は 、 一 般 的 な 必 要 最 小 限 の 面 取 を 備 え て い
て も 良 い 。 こ の 場 合 の 面 取 は 、 ク ラ ウ ニ ン グ と は 異 な る 微 少 な も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 態 様 で は 、 上 記 連 結 ピ ン は 端 部 に 面 取 部 を 有 し 、 か つ 一 対 の 第 １ 軸 受 部
の 軸 受 孔 の 内 側 の 開 口 縁 に 施 さ れ る 面 取 は 、 そ の 軸 方 向 の 幅 が 上 記 連 結 ピ ン の 面 取 部 の 軸
方 向 の 幅 よ り も 小 さ い 。 こ の よ う に 連 結 ピ ン に 十 分 に 大 き な 面 取 部 を 設 け る こ と で 、 潤 滑
性 能 に 悪 影 響 を 与 え る こ と な し に 組 立 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 一 つ の 態 様 で は 、 上 記 第 １ 軸 受 部 の 軸 受 孔 の 周 囲 に 薄 肉 部 を 設 け る こ と
で 、 該 第 １ 軸 受 部 の 剛 性 を 低 く し て あ る 。 例 え ば 、 リ ン ク 部 材 の 軸 方 向 の 端 面 に 沿 っ て 一
対 の 第 １ 軸 受 部 が 延 び て お り 、 そ の 内 側 の 面 に 、 軸 受 孔 の 周 囲 に 沿 っ て 凹 溝 部 が 形 成 さ れ
て い る 。 こ れ に よ り 、 連 結 ピ ン の 撓 み 変 形 に 追 従 し て 第 １ 軸 受 部 が 軸 方 向 に 傾 く よ う に 変
形 し 、 軸 受 孔 開 口 縁 の エ ッ ジ 当 た り が 緩 和 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 一 つ の 態 様 で は 、 一 対 の 第 １ 軸 受 部 の 内 側 に お け る 軸 受 孔 の 径 が 外 側
に お け る 径 よ り も 大 径 と な る よ う に 、 第 １ 軸 受 部 の 一 対 の 軸 受 孔 が 互 い に 対 称 な テ ー パ 形
状 を な し て い る 。 こ れ に よ り 、 連 結 ピ ン の 撓 み 変 形 が 許 容 さ れ 、 軸 受 孔 開 口 縁 の エ ッ ジ 当
た り が 緩 和 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 １ 軸 受 部 の 軸 受 孔 の 表 面 粗 さ が 連 結 ピ ン の 表 面 粗 さ よ り も 粗 い も の と す れ ば 、 く さ び
効 果 に よ り 油 膜 を 巻 き 込 む 量 が 多 く な り 、 潤 滑 油 膜 圧 力 を 発 生 さ せ や す く 、 潤 滑 状 態 が 良
好 に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 １ 軸 受 部 は 、 ブ ッ シ ュ 材 を 備 え て い て も よ い 。 ま た 、 連 結 ピ ン の 表 面 に Ｄ Ｌ Ｃ （ ダ イ
ア モ ン ド 状 炭 素 ） 加 工 を 施 す よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 ピ ス ト ン ク ラ ン ク 機 構 は 、 例 え ば 、 ピ ス ト ン に ピ ス ト ン ピ ン を 介 し て 一 端 が 連 結 さ
れ た ア ッ パ リ ン ク と 、 こ の ア ッ パ リ ン ク の 他 端 に ア ッ パ ピ ン を 介 し て 連 結 さ れ 、 か つ ク ラ
ン ク シ ャ フ ト の ク ラ ン ク ピ ン に 連 結 さ れ た ロ ア リ ン ク と 、 一 端 が 機 関 本 体 側 に 揺 動 可 能 に
支 持 さ れ 、 か つ 他 端 が 上 記 ロ ア リ ン ク に コ ン ト ロ ー ル ピ ン を 介 し て 連 結 さ れ た コ ン ト ロ ー
ル リ ン ク と 、 か ら 構 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 本 発 明 の 軸 受 構 造 は 、 例 え ば 、 上 記 ロ ア リ ン ク と 上 記 ア ッ パ リ ン ク と の リ ン ク
連 結 部 に 適 用 さ れ 、 ロ ア リ ン ク 側 が 第 １ 軸 受 部 と し て 二 股 状 に 構 成 さ れ る 。 あ る い は 、 逆
に 、 ア ッ パ リ ン ク 側 が 第 １ 軸 受 部 と し て 二 股 状 に 構 成 さ れ る 。 前 者 の 構 成 で は 、 ア ッ パ リ
ン ク 側 が ア ッ パ ピ ン 中 央 部 に 嵌 合 す る 小 型 の 軸 受 部 と な る の で 、 機 関 全 体 と し て の 慣 性 重
量 が 低 減 さ れ 、 ひ い て は 、 軸 受 荷 重 が 小 さ く な り 、 軸 受 耐 久 性 が 向 上 す る 。 ま た 後 者 の 構
成 で は 、 ロ ア リ ン ク 側 の 軸 受 部 が 小 型 と な り 、 ロ ア リ ン ク に お け る ア ッ パ ピ ン と ク ラ ン ク
ピ ン と の 間 の 軸 間 距 離 を 小 さ く す る こ と が で き 、 コ ン パ ク ト な 構 成 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 第 １ 軸 受 部 の 軸 受 孔 の 油 膜 形 成 面 積 を 大 き く 確 保 で き 、 潤 滑 状 態 が
よ り 良 好 な も の に な る と と も に 、 ク ラ ウ ニ ン グ の 加 工 工 程 や 加 工 コ ス ト を 削 減 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 好 ま し い 一 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 に 係 る 軸 受 構 造 が 適 用 さ れ る ピ ス ト ン ク ラ ン ク 機 構 の 一 例 と し て 、 複 リ
ン ク 式 の ピ ス ト ン ク ラ ン ク 機 構 を 利 用 し た 内 燃 機 関 の 可 変 圧 縮 比 機 構 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 示 す る よ う に 、 シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク ５ に 形 成 さ れ た シ リ ン ダ ６ 内 に 、 ピ ス ト ン １ が 摺 動
可 能 に 配 設 さ れ て お り 、 こ の ピ ス ト ン １ に 、 ア ッ パ リ ン ク １ １ の 一 端 が ピ ス ト ン ピ ン ２ を
介 し て 揺 動 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 こ の ア ッ パ リ ン ク １ １ の 他 端 は 、 第 １ 連 結 ピ ン １ ２ を
介 し て ロ ア リ ン ク １ ３ の 一 端 部 に 回 転 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 こ の ロ ア リ ン ク １ ３ は 、 そ
の 中 央 部 に お い て ク ラ ン ク シ ャ フ ト ３ の ク ラ ン ク ピ ン ４ に 揺 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る
。 な お 、 ロ ア リ ン ク １ ３ は 、 実 際 に は 、 ク ラ ン ク ピ ン ４ へ の 組 付 の た め に ク ラ ン ク ピ ン ４
中 心 を 通 る 分 割 面 に 沿 っ て ２ 分 割 し て 構 成 さ れ 、 か つ 互 い に ボ ル ト に よ り 一 体 化 さ れ て い
る 。 ま た 、 ク ラ ン ク シ ャ フ ト ３ は 、 ク ラ ン ク 軸 受 ブ ラ ケ ッ ト ７ に よ っ て シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク
５ に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 ロ ア リ ン ク １ ３ の 他 端 部 に は 、 コ ン ト ロ ー ル リ ン ク １ ５ の 一 端 が 第 ２ 連 結 ピ ン １ ４
を 介 し て 回 転 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 こ の コ ン ト ロ ー ル リ ン ク １ ５ の 他 端 は 、 内 燃 機 関 本
体 の 一 部 に 揺 動 可 能 に 支 持 さ れ て お り 、 か つ 、 圧 縮 比 の 変 更 の た め に 、 そ の 揺 動 支 点 の 位
置 が 、 内 燃 機 関 本 体 に 対 し て 変 位 可 能 と な っ て い る 。 具 体 的 に は 、 ク ラ ン ク シ ャ フ ト ３ と
平 行 に 延 び た 制 御 軸 １ ８ と 、 こ の 制 御 軸 １ ８ に 偏 心 し て 設 け ら れ た 円 形 の 偏 心 カ ム １ ９ と
、 を 有 し て お り 、 こ の 偏 心 カ ム １ ９ の 外 周 面 に 上 記 コ ン ト ロ ー ル リ ン ク １ ５ の 他 端 が 回 転
可 能 に 嵌 合 し て い る 。 上 記 制 御 軸 １ ８ は 、 上 記 の ク ラ ン ク 軸 受 ブ ラ ケ ッ ト ７ と 制 御 軸 受 ブ
ラ ケ ッ ト ８ と の 間 に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 従 っ て 、 圧 縮 比 の 変 更 の た め に 、 図 外 の ア ク チ ュ エ ー タ に よ り 制 御 軸 １ ８ を 回 転 駆 動 す
る と 、 コ ン ト ロ ー ル リ ン ク １ ５ の 揺 動 支 点 と な る 偏 心 カ ム １ ９ の 中 心 位 置 が 機 関 本 体 に 対
し て 移 動 す る 。 こ れ に よ り 、 コ ン ト ロ ー ル リ ン ク １ ５ に よ る ロ ア リ ン ク １ ３ の 運 動 拘 束 条
件 が 変 化 し て 、 ク ラ ン ク 角 に 対 す る ピ ス ト ン １ の 行 程 位 置 が 変 化 し 、 ひ い て は 機 関 圧 縮 比
が 変 更 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 の よ う な ピ ス ト ン ク ラ ン ク 機 構 に お い て 、 第 １ 連 結 ピ ン １ ２ に よ る ロ ア リ ン ク １ ３
と ア ッ パ リ ン ク １ １ と の リ ン ク 連 結 部 は 、 ロ ア リ ン ク １ ３ 側 の 第 １ 軸 受 部 が 第 １ 連 結 ピ ン
１ ２ の 両 端 部 を 支 持 す る 二 股 状 を な し 、 ア ッ パ リ ン ク １ １ 側 の 第 ２ 軸 受 部 を 中 間 に 挟 む よ
う な 構 成 と な っ て い る 。 な お 、 第 １ 連 結 ピ ン １ ２ は 、 フ ル フ ロ ー ト 形 式 と し て い ず れ の リ
ン ク 部 材 に も 固 定 さ れ て お ら ず 、 双 方 に 対 し 回 転 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 図 ４ は 、 上 記 ロ ア リ ン ク １ ３ の 一 対 の 第 １ 軸 受 部 ２ １ の 構 成 を 示 し て お り 、 図 示 す る よ
う に 、 第 １ 軸 受 部 ２ １ は 、 ロ ア リ ン ク １ ３ の 軸 方 向 の 両 端 面 に 沿 っ て 延 び て お り 、 そ れ ぞ
れ に 軸 受 孔 ２ ２ が 貫 通 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 軸 受 孔 ２ ２ は 、 ク ラ ウ ニ ン グ （ 対 比
の た め に 仮 想 線 １ ０ ７ で 示 す ） を 具 備 せ ず 、 そ の 全 体 が 単 純 な 一 つ の 円 筒 面 か ら 構 成 さ れ
て い る 。 な お 、 開 口 縁 の エ ッ ジ ２ ２ ａ に は 、 他 の 部 位 の エ ッ ジ と 同 じ く 、 バ リ 除 去 等 の た
め に 、 必 要 最 小 限 の 微 少 な 面 取 （ 図 示 せ ず ） が 施 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 の 第 １ 連 結 ピ ン １ ２ に よ る リ ン ク 連 結 部 は 、 ピ ス ト ン ピ ン ２ の 軸 受 部 と は 異 な り 、
大 き く 揺 動 運 動 す る の で 、 第 １ 連 結 ピ ン １ ２ と の 間 で 、 大 き な 相 対 角 速 度 を 有 す る 。 そ の
た め 、 く さ び 効 果 に よ る 油 膜 圧 力 が 十 分 に 発 生 す る 。 従 っ て 、 ク ラ ウ ニ ン グ を 設 け な く て
も 、 内 側 の 開 口 縁 の エ ッ ジ ２ ２ ａ が 第 １ 連 結 ピ ン １ ２ に 金 属 接 触 す る 所 謂 エ ッ ジ 当 た り が
生 じ に く い 。 こ の よ う な 場 合 、 ク ラ ウ ニ ン グ を 設 け ず に 、 油 膜 形 成 領 域 を そ の 分 だ け 拡 大
す る こ と に よ っ て 、 耐 久 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 第 １ 連 結 ピ ン １ ２ の 端 部 に は 、 例 え ば 図 ５ に 示 す よ う に 、 十 分 に 大 き な 面 取 部 ２ ３
を 設 け る こ と が 望 ま し く 、 こ れ に よ り 、 ク ラ ウ ニ ン グ を 具 備 し な い 軸 受 孔 ２ ２ へ の 組 付 性
が 向 上 す る 。 な お 、 こ の 面 取 部 ２ ３ の 軸 方 向 の 幅 は 、 軸 受 孔 ２ ２ 開 口 縁 の エ ッ ジ ２ ２ ａ の
面 取 に 比 べ て 遙 か に 大 き い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ６ は 、 ロ ア リ ン ク １ ３ の 第 １ 軸 受 部 ２ １ の 異 な る 構 成 を 示 し て い る 。 こ の 第 ２ 実 施 例
で は 、 ロ ア リ ン ク １ ３ の 本 体 部 分 か ら 二 股 状 に 分 岐 し つ つ 延 び た 各 第 １ 軸 受 部 ２ １ の 付 け
根 部 分 、 特 に 、 互 い に 対 向 す る 一 対 の 第 １ 軸 受 部 ２ １ の 内 側 の 面 に 、 軸 受 孔 ２ ２ の 周 囲 に
沿 っ て そ れ ぞ れ 凹 溝 部 ２ ５ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 従 っ て 、 第 １ 軸 受 部 ２ １ の 軸 方 向 の 剛 性 が 低 く な り 、 ア ッ パ リ ン ク １ １ か ら 加 わ る 荷 重
に よ り 第 １ 連 結 ピ ン １ ２ が 図 ７ の よ う に 撓 み 変 形 し た と き に 、 こ れ に 追 従 し て 、 各 第 １ 軸
受 部 ２ １ が 軸 方 向 に 倒 れ る よ う に 容 易 に 変 形 す る 。 そ の た め 、 ク ラ ウ ニ ン グ を 具 備 し な い
軸 受 孔 ２ ２ の 開 口 縁 の エ ッ ジ ２ ２ ａ が 第 １ 連 結 ピ ン １ ２ 外 周 面 に 金 属 接 触 し に く く な り 、
耐 久 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 図 ８ は 、 第 １ 軸 受 部 ２ １ の 軸 受 孔 ２ ２ を テ ー パ 形 状 と し た 第 ３ 実 施 例 を 示 し て い
る 。 一 対 の 軸 受 孔 ２ ２ は 、 互 い に 対 称 な 緩 い テ ー パ 形 状 を な し 、 特 に 、 一 対 の 第 １ 軸 受 部
２ １ の 内 側 の 面 に お け る 径 が 外 側 の 面 に お け る 径 よ り も 大 径 と な る よ う な テ ー パ 形 状 と な
っ て い る 。 こ れ に よ り 、 や は り ア ッ パ リ ン ク １ １ か ら 加 わ る 荷 重 に よ り 第 １ 連 結 ピ ン １ ２
が 図 ７ の よ う に 撓 み 変 形 し た と き に 、 内 側 の 開 口 縁 の エ ッ ジ ２ ２ ａ が 第 １ 連 結 ピ ン １ ２ 外
周 面 に 金 属 接 触 し に く く な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 一 般 的 な ピ ス ト ン ピ ン 軸 受 部 の ク ラ ウ ニ ン グ を 示 す 説 明 図 。
【 図 ２ 】 く さ び 効 果 に よ る 油 膜 発 生 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ３ 】 複 リ ン ク 式 ピ ス ト ン ク ラ ン ク 機 構 の 全 体 構 成 を 示 す 内 燃 機 関 要 部 の 断 面 図 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 に 係 る 軸 受 構 造 の 一 実 施 例 を 示 す ロ ア リ ン ク 要 部 の 断 面 図 。
【 図 ５ 】 面 取 部 を 備 え た 第 １ 連 結 ピ ン の 平 面 図 。
【 図 ６ 】 第 ２ 実 施 例 を 示 す ロ ア リ ン ク 要 部 の 断 面 図 。
【 図 ７ 】 第 １ 連 結 ピ ン の 変 形 状 態 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ８ 】 第 ３ 実 施 例 を 示 す ロ ア リ ン ク 要 部 の 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ １ … ア ッ パ リ ン ク
　 １ ２ … 第 １ 連 結 ピ ン
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　 １ ３ … ロ ア リ ン ク
　 ２ １ … 第 １ 軸 受 部
　 ２ ２ … 軸 受 孔
　

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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